




研究目的 

神経芽細胞腫は昭和50 年の本邦統計によると,白血病を除くと小児悪性腫瘍では最多発症

数が認められている。それは,1)乳児期に発見できれば予後は良好のことが多いこと。

2)functional tumorと呼ばれるように70%の症例で尿中にVMAを排泄し,その尿中VMAの測

定が一般検査室レベルで実施可能なことである。このような特異性から本腫瘍早期発見の

ための集団検診の適応性が叫ばれてきた。 

患者の発見率は10,000～20,000検体に1と考えられるので,長期間の集積が要求されるが,

本研究の目的は,このマス・スクリーニングが技術的に標準化が可能であるかということを

検討するにあり,システム化が目標である。したがって,検体操作上の技術的な面はもとよ

り,集団の検体回収,その成績の伝達方法などの機構上の問題,検査上の人員,時間および経

済的問題などが考慮されなければならない。 

昭和 56 年 5月より,東京都世田谷区においても世田谷保健所から VMA 集団検診の依頼があ

り,そのスクリーニング・テストを国立小児病院で行なうことになった。今回は開始後日が

浅いが,当院で行ったスクリーニングの実状を報告する。 


